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たド・ゴールを「フランスのアルジェリア」の象徴として再び政権に戻そうとする動き
が活発になり、結果として 1958 年 9 ⽉にド・ゴール政権が復活した。 

これらのニュース映画のフィルムがどこから⼊⼿されたのかはさらなる調査を要す
るが、1950 年〜58 年の 9 年の間に起きたこうした出来事のフィルムが集められ、59 年
の映画に使⽤されたことには、ドゥボールによる何らかの意図が感じられる。「転⽤」
についての彼の⾔葉に注⽬すれば、これらのフィルムの使⽤が「忘れられたオリジナル
に対する無関⼼を強調」しているのではないかとも推測できるだろう。アルジェリアの
独⽴運動に対して早くから⽀持の姿勢を明確にしていたドゥボールは、1958 年のアル
ジェやフランスの状況と、1950 年以降にフランス以外の各都市で起きた警察や軍によ
る⺠衆の鎮圧の場⾯を並置することで、それらの出来事における共通の構造、すなわち、
⼤国による植⺠地（的）状況と、体制側の暴⼒を強調してみせたのではないだろうか。
そして、本来体制側の視点から製作された映像を⺠衆の側から「転⽤」することで、報
道映像の恣意性の⾼さを暴露する意図も込めたのではないかと考えられる。 
 
3．アルジェリア戦争下のメディア体制 

多くのフランス市⺠にとって、報道映像を⾒る機会は、1950 年代末までは映画館で
上映されるニュース映画に限られており、1960 年代からは、テレビが徐々にその役割
を果たすようになった。この移⾏時期はフランスにおいてはアルジェリア戦争（1954-
1962）の時期と合致するものであるが、戦争の激化する当時、フランス本国で⼈々が映
像として⾒ることのできるアルジェリアの状況は、当局の厳格なコントロール下で承認
されたものに限られていた。1957 年頃からは、⼀部の映画作家たちの間で、アルジェ
リアの独⽴を望む⼈々に焦点を当てた数本のドキュメンタリー映画も撮影されていた
が、いずれも⼀般公開前に検閲にあい上映されなかった13。アルジェリア戦争は、フラ
ンス当局にとっては、「情報戦・⼼理戦・⾔論戦14」であった。 

アルジェリア独⽴運動への連帯の意志を早い時期から明確にし、時事問題への活発な
発⾔を⾏っていたドゥボールや SI らの活動が、このようなメディアを巡る環境の中で
⾏われていたことは考慮に値する。統制された情報環境の中で流通する、⽂章や図像や
映像といった芸術的要素が、⼤衆にもたらす効果や意味を考慮し、それらを⾃らの主張・
表現に基づいて効果的に「転⽤」することには、社会に対する深い洞察⼒と創造的な感
性を要する。彼らにとっての「転⽤」は、単なる⽂学的・芸術的修辞法ではなく、政治
意識に基づく戦略的実践であった。中でも、ドゥボールによる映像の「転⽤」は、映像
⾃体の恣意性を暴露するものであり、こうした「転⽤」を通して、ドゥボールは、観客
の洞察⼒と映像を製作者の政治意識を問おうとしたのではないだろうか。 

 
13 藤井篤「情報戦としてのアルジェリア戦争̶フランス側のプロパガンダと情報統制̶」『⾹川法学』27
号、2008 年、244 ⾴。 
14 同上、216 ⾴。 
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